
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

１ ． 多 面 的 な 観 点 か ら 課 題 と 内 容  

（ １ ） い か に 事 前 防 災 を 加 速 化 さ せ る か  

① 気 温 上 昇 を 2 ℃ に 抑 え る シ ナ リ オ で も 2 0 4 0 年 頃

に は 、 雨 量 が 約 1 . 1 倍 、 流 量 が 約 1 . 2 倍 に な る と 試

算 さ れ て い る 。 こ の た め 、 現 行 の 河 川 整 備 計 画 が 完 了

し た と し て も 治 水 安 全 度 は 目 減 り す る こ と に な る 。 現

行 計 画 と 同 じ 完 了 時 期 ま で に 、 降 雨 量 等 の 増 加 を 考 慮

し て 見 直 し た 治 水 計 画 の 安 全 度 を 達 成 す る に は ② 、

様 々 な 手 法 を 活 用 し た 集 中 的 な 整 備 が 重 要 で あ る ③ 。

よ っ て 、 強 靱 化 の 観 点 か ら 、 事 前 防 災 の 加 速 化 が 課 題

④ で あ る 。  

 

（ ２ ） い か に 役 割 分 担 を 明 確 化 す る か  

全 国 各 水 系 で 流 域 治 水 プ ロ ジ ェ ク ト 2 . 0 が 検 討 さ

れ 、 水 害 リ ス ク の 増 加 に 対 応 す る 新 た な 目 標 が 設 定 さ

れ て い る 。 こ の 目 標 を 達 成 す る た め 、 流 域 内 の 関 係 者

そ れ ぞ れ に 求 め ら れ る 対 策 が 概 ね 洗 い 出 さ れ て き て お

① いきなり気温上昇の話題になっているので、「地球温暖化の影響は、」を追記してはいかがでしょ

うか。 

② 分かりづらいです。端的に「このような状況の中、計画の治水安全度を達成するためには、」とし

てはいかがでしょうか。 

③ 様々な手法を活用した集中的な整備が抽象的で何を述べたいのか良く分かりません。また、ここで

記述すべきは、整備手法ではなく事前防災の必要性・重要性ではありませんか。後述の結論と文脈

が通っていません。 

④ ③の通り、なぜ強靭化なのか、なぜ事前防災なのか、前段で説明がなされていません。 
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り 、 着 々 と 実 施 さ れ て い る 。 し か し 、 対 策 を 推 進 し て

い く に あ た っ て は 、 関 係 者 が 多 く 、 誰 が ど こ ま で 対 策

を 実 施 す れ ば よ い か 役 割 が 不 明 確 な 状 況 で あ る ⑤ 。 よ

っ て 、 責 任 分 界 点 の 観 点 か ら 、 関 係 者 間 の 役 割 分 担 の

明 確 化 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 促 進 す る か  

広 大 な 流 域 で 流 域 治 水 を 進 め て い く に 当 た り ⑦ 、 リ

ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 不 足 し て い て は 、 治 水 対 策

へ の 理 解 や 円 滑 な 実 施 が 難 し い ⑧ 。 こ の た め 、

P L A T E A U や デ ジ タ ル ツ イ ン 等 を 活 用 し 、 災 害 リ ス

ク 情 報 を 充 実 化 さ せ 住 民 や 企 業 等 の 危 機 感 を 醸 成 す る

⑨ と と も に 、 治 水 対 策 の 効 果 を 明 確 に す る こ と が 重 要

で あ る ⑩ 。 よ っ て 、 仕 組 み 面 の 観 点 か ら 、 上 流 下 流 を

含 む あ ら ゆ る 関 係 者 で の リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

課 題 で あ る 。  

 

⑦ 細かい話ですが、「あたり」、「当たり」はどちらかに統一しましょう。 

⑧ 「治水対策への理解」は「難しい」にかかっているので、「治水対策への理解が難しい」と読んで

しまいます。「治水対策への理解を得ること」が正しい表現ではないでしょうか。さらに、

「・・・進めていくにあたり、・・・実施が難しい」といった構文も違和感があります。 

⑤ 前段では、関係者に求められる対策が洗い出されていると言っているにも関わらず、ここでは役割

（対策範囲）が不明確と言っており矛盾しているように見えます。 

⑥ 責任分界点と役割分担は、ほぼ同じ意味で捉えられます。この場合は、体制面の観点とかですか

ね。 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

対 策 効 果 が 相 対 的 に 高 い 、 １ ． い か に 事 前 防 災 を 加

速 化 さ せ る か を 最 も 重 要 な 課 題 と し て 、 以 下 に 解 決 策

を 示 す 。  

（ １ ） ハ イ ブ リ ッ ド ダ ム の 促 進  

気 候 変 動 へ の 適 応 に 対 応 す る た め 、 洪 水 調 節 と 水 力

発 電 の 両 機 能 を 強 化 し た ハ イ ブ リ ッ ド ダ ム の 取 組 み を

推 進 す る 。 具 体 的 に は 、 雨 量 や ダ ム へ の 流 入 量 を 予 測

し 、 雨 が 降 ら な い 予 測 の 場 合 は 、 貯 水 位 を 上 昇 さ せ 、

水 力 発 電 の 発 電 容 量 を 増 強 す る 。 一 方 、 ま と ま っ た 降

  →「広大な流域で、治水対策への理解を得ることや円滑に事業を実施するためには、関係者間のリ

スクコミュニケーションが不可欠である」 

⑨ リスク情報を充実化との表現は違和感があります。シンプルな修正は「リスク情報の充実」となり

ますが、PLATEAU やデジタルツインという例示をするならば「可視化」がふさわしいのではない

でしょうか。また、危機感を醸成するのは、いかがなものでしょう。治水対策への理解を促す、連

携強化を図るといったポジティブな行動を表現しましょう。 

⑩ ⑨のとおり可視化と表現した場合、この部分は重複します。整理すると、「このため、PLATEAU

やデジタルツイン等を活用し治水対策の効果を可視化することで、治水への理解促進や関係者間の

連携強化を図ることが重要である」といった感じになります。ただし、解決策みたいになっている

ので、前段の手段までは記述の必要はないと考えます。 

⑪ これも観点は、体制面だと思います。仕組み面の観点とするなら、もっと仕組みに関する問題点に

言及すべきです。例えば、リスクコミュニケーションを図ることで得られるインセンティブがな

い、支援制度がない、連携を促す環境が不十分などといった仕組みを問題提起しないと、なぜ仕組

みなのという疑問が生まれてしまいます。 
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雨 に よ る 洪 水 が 予 想 さ れ る 場 合 は 、 事 前 放 流 を 行 い 、

洪 水 前 に 貯 水 位 を 低 下 さ せ 治 水 容 量 を 増 大 さ せ る 。 こ

の よ う に 天 候 に 応 じ て 貯 水 量 を 柔 軟 に 変 動 さ せ 高 度 な

運 用 を 行 う ⑫ 。 こ れ に よ り 、 民 間 や 地 方 自 治 体 に お け

る ダ ム 周 辺 で の 遊 休 地 等 の 活 用 や 発 生 し た 電 力 を 用 い

た 地 域 振 興 を 実 施 す る ⑬ 。  

 

（ ２ ） 安 全 な ま ち づ く り  

災 害 か ら の 被 害 対 象 を 減 ら す た め 、 災 害 ハ ザ ー ド エ

リ ア へ の 規 制 、 移 転 促 進 、 立 地 適 正 化 計 画 の 強 化 な ど

安 全 な ま ち づ く り の た め の 対 策 を 講 じ る 。 具 体 的 に は 、

土 砂 災 害 警 戒 特 別 区 域 等 の 災 害 レ ッ ド ゾ ー ン に お け る

自 己 の 業 務 用 施 設 （ 病 院 、 ホ テ ル 等 ） の 開 発 を 原 則 禁

止 す る ⑭ 。 ま た 、 市 街 化 調 整 区 域 の 災 害 イ エ ロ ー ゾ ー

ン に お け る 住 宅 等 の 開 発 許 可 を 厳 格 化 す る ⑮ 。 さ ら に 、

立 地 適 正 化 計 画 の 居 住 誘 導 区 域 か ら 災 害 レ ッ ド ゾ ー ン

を 原 則 除 外 し 、 災 害 レ ッ ド ゾ ー ン か ら の 移 転 を 促 進 す

る 。 移 転 に あ た っ て は 、 防 災 集 団 移 転 促 進 事 業 等 を 有

効 に 活 用 し 、 事 前 防 災 の ま ち づ く り を 実 施 す る 。 ⑯  

⑫ 高度な運用の具体的な行動が、天候に応じて貯水量を柔軟に変動させることではありませんか。ど

ちらか一方にすべきです。→「ダムの運用を高度化する」または「天候に応じて貯水量を柔軟に変

動させる」 

⑬ ダム運用を高度化することと遊休地の活用、地域振興がつながりません。なぜ、遊休地を活用する

のか、ダムの電力でなぜ地域振興が図られるのかが分かりません。 
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（ ３ ） 粘 り 強 い 河 川 堤 防 の 整 備  

越 水 が 生 じ た 場 合 で も 、 避 難 す る た め の 時 間 の 確 保

や 浸 水 面 積 の 減 少 に 伴 う 被 害 軽 減 ⑰ を 図 る た め 、 粘 り

強 い 河 川 堤 防 の 整 備 を 促 進 す る 。 具 体 的 な 構 造 は ⑱ 、

表 面 被 覆 型 （ 断 面 拡 幅 型 を 含 む ） と 自 立 型 （ 自 立 式 特

殊 堤 を 含 む ） に 分 類 さ れ る 。 表 面 被 覆 型 は 、 土 堤 法 面

に コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 、 天 端 に ア ス フ ァ ル ト 等 の 被

覆 材 料 を 設 置 す る こ と で 耐 久 性 を 向 上 さ せ る 。 一 方 、

自 立 型 は 、 堤 防 の 内 部 構 造 を 工 夫 し た も の で 、 鋼 矢 板

や コ ン ク リ ー ト 擁 壁 を 使 用 し た 構 造 で 、 越 水 時 に も 自

立 し て 耐 久 性 を 発 揮 す る ⑳ 。 ㉑  

 

⑰ 浸水面積の減少で被害が軽減することは理解できるので、この部分は不要です。 

⑲ 文脈をつなげるため「粘り強い構造は」としてはいかがでしょうか。 

⑳ 「・・・で、・・・で」と繰り返されています。また、ここは解決策なので、構造を説明するとい

うより、やりことを書きましょう。「堤防の内部に鋼矢板やコンクリート擁壁を設置し、越水時に

おいても自立可能な構造とする。」 

㉑ 全体が構造の説明になっていますので、課題解決の行動を書くようにしましょう。また、分類した

構造の適用場面なども説明すると良いでしょう。 

⑭ すでに法改正がされていますので、解決策と言えるか疑義があります。 

⑮ ⑭と同様。解決策は、立地適正化計画を策定することなのではないでしょうか。 

⑯ 述べていることは正しいのですが、選択科目Ⅲなので河川砂防及び海岸・海洋の技術をアピールす

る解決策としていかがなものでしょうか（まちづくりの視点なので都市及び地方計画寄りの解答に

なってしまっています）。 
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３ ． 新 た な リ ス ク と 対 策  

流 域 治 水 は 、 流 域 全 体 の あ ら ゆ る 関 係 者 が 協 働 し て

実 施 す る が 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 交 替 等 に よ り 関 係 者

間 の 協 力 ・ 連 携 体 制 が 崩 壊 す る リ ス ク が 発 生 す る ㉒ 。

こ の 対 応 策 と し て は 、 実 施 さ れ た 対 策 を モ ニ タ リ ン グ

し 定 期 的 に 評 価 す る 仕 組 み を 構 築 す る 。 モ ニ タ リ ン グ

と 評 価 を 通 じ 協 力 体 制 を 維 持 ㉓ す る 。  以 上 _ _  

 

㉒ これは、流域治水対策が抱える問題であり、解決策に共通する新たなリスクなのか疑義がありま

す。例えば、強靭化することで（安心してしまうことで）避難意識の低下というリスク、解決策は

マイタイムラインの作成支援、リスクの可視化などが考えられます。 

㉓ ステークホルダーの交替によって発生するリスクであるにもかかわらず、モニタリングと評価で解

決できるとの主張に違和感があります。交替リスクには、後継者育成や属人化の防止などではない

でしょうか。 


